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岩永学園グループ概要

〇学校法人岩永学園

・こころ医療福祉専門学校（長崎市）

・こころ医療福祉専門学校佐世保校（佐世保市）

・Kokoro College Japan（島原市）

・こころ医療福祉専門学校壱岐校（壱岐市）

〇社会福祉法人壱心会

・特別養護老人ホーム壱岐のこころ（壱岐市）

・デイサービスセンター壱岐のこころ（壱岐市）

・ケアプランセンターこころ（壱岐市）

・介護付き有料老人ホームこころのしろ（長崎市）

〇株式会社Kokoro Human Stage（登録支援機関）

〇こころ医療介護事業協同組合（管理団体）



岩永学園グループ概要



社会福祉法人壱心会概要

【壱岐市】

〇特別養護老人ホーム壱岐のこころ

・介護老人福祉施設

・（従来型 定員４０名，ユニット型 定員６０名）

・短期入所生活介護（定員２０名）

〇デイサービスセンター壱岐のこころ

・通所介護（定員３０名）

〇ケアプランセンターこころ

・居宅介護支援事業所

【長崎市】

〇介護付き有料老人ホームこころのしろ

・特定施設入居者生活介護（定員６０名）



社会福祉法人壱心会概要

【職員数】

全職員数 １４２名

介護職員 ８２名

（外国人介護職員 １４名）

【内訳】

介護福祉科卒業生 １０名

（ネパール４名，ベトナム２名，フィリピン４名）

技能実習生 ４名
（ミャンマー４名）



介護付き有料老人ホームこころのしろ

【基本情報】

定 員 ６０名

平均介護度 ２.２

【職員数】

全職員数 ３６名

介護職員 ２２名

（外国人介護職員 ６名）

【内訳】

介護福祉科卒業生 ４名

技能実習生 ２名



１ 介護職員の確保に対する不安

・介護人材不足

・求人に対する応募者の減少

２ 施設運営，職場環境の安定化

・人材確保による職場環境の安定

３ 外国人介護人材の存在が非常に身近であった

・グループ内の専門学校で外国人介護人材の育成が

・行われている（学校法人岩永学園）

・グループ内に管理団体（こころ医療介護事業協同組合），

・登録支援機関（株式会社Kokoro Human Stage）がある

外国人介護人材の受け入れについて



２０１８年 ４月 留学生アルバイト受け入れ開始

２０２０年 ４月 介護福祉科の卒業生就職

２０２０年１１月 ・インド人１名

２０２０年１１月 技能実習生受け入れ

２０２０年１１月 ・ミャンマー人１名

２０２１年 ４月 介護福祉科の卒業生就職

２０２０年１１月 ・ミャンマー人１名

２０２２年 ７月 技能実習生受け入れ

２０２０年１１月 ・ミャンマー人２名

２０２３年 ４月 技能実習生から特定技能へ変更

２０２３年 ４月 介護福祉科の卒業生就職

２０２０年１１月 ・ネパール３名

受け入れ実績



１ 監理団体の決定

こころ医療介護事業協同組合

（技能実習制度，必要費用等の説明を受ける）

２ 面接の実施

・現地とのオンライン面接の実施

・※現地の送り出し機関と連携（組合が対応）

３ 各種講習会の受講

・技能実習責任者講習（必須）

・技能実習指導員講習

・生活指導員講習

受け入れ準備①



４ 住居の確保，生活必需品の準備

・法人で，技能実習生の住居を確保

・生活に必要な備品の準備

５ 職員への周知，担当者決定，各種対応の確認

・技能実習責任者

・技能実習指導員（技能習得管理等）

・生活指導員（生活状況の把握等）

・技能実習計画書の周知

・技能実習日誌の指導

受け入れ準備②



◆技能実習責任者

技能実習を行わせる事業所ごとに，申請者又はその常勤の役員若しくは職員で
あって，自己以外の技能実習指導員，生活指導員その他の技能実習に関与す
る職員を監督することができる立場にあり，かつ，過去３年以内に法務大臣及び
厚生労働大臣が告示で定める講習を修了したものの中から，技能実習責任者
を選任していること。

◆技能実習指導員

技能実習の指導を担当する者として，申請者又はその常勤の役員若しくは職員
のうち，技能実習を行わせる事業所に所属する者であって，修得等をさせようと
する技能等について５年以上の経験を有するものの中から技能実習指導員を１
名以上選任していること。

◆生活指導員

技能実習生の生活の指導を担当する者として，申請者又はその常勤の役員若
しくは職員のうち，技能実習を行わせる事業所に所属する者の中から生活指導
員を一名以上選任していること。

受け入れ準備③



課題および対応①
〇日常会話でのコミュニケーションは問題はないが，介護現場

〇での専門用語を使用した情報共有，申し送り等が上手く伝わ

〇っていないこともある。技能実習生自身も自分の日本語能力

〇に不安を抱えている。

〇⇒家族連絡，記録業務等が消極的になってしまう。

・専門用語は，嚙み砕き，簡単な言葉で伝える。図や動画を使い，

・理解しやすいようにする。

・伝えた内容を相手に復唱してもらい，伝わっているか確認する。

・家族連絡は，簡単な内容から行い，家族連絡に慣れてもらう。

・記録業務は，記録のポイント（記録しておく点，伝える必要が

・ある点）を説明し，５Ｗ１Ｈを意識しながら記録を行ってもらう。

・ICTの導入は必須と考えている。



課題および対応②

〇技能実習生と在留資格介護・特定技能で異なる点

〇を理解・把握しておく必要がある。

・指導者がいない状況を作らない。

・※夜勤は可能だが，１名で救急搬送の対応は

・※できない。

・実習実施予定表に沿って，技能実習日誌を作成

・しなければならない。



課題および対応③

〇日本の文化，敬語，方言がはじめは分からない

〇ため，教える（理解してもらう）必要がある一方で，

〇外国人介護人材の母国の文化を理解する必要

〇もある。また，日本の気候に慣れないと話をする

〇者もいる。

・母国の記念日，お祭りの際には，希望休が重なる。

・持って来た洋服では，日本の四季の移り変わりに

・対応できない場合もあるので，確認する。


